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Abstract: Spectroscopic (SPEC) lidar with fluorescence, laser-breakdown and Raman spectroscopy will be quite
powerful tool for research to study the connection among natural environments and human life/activity. The typical
example is agriculture. The weather conditions have a great impact on plants growth, agricultural products is essential
for our daily life, and vgetables/flowers/fruit trees need human assists for their good growth. This presentation
propose and discuss the utilization of SPEC lidar for agricultural applications. The SPEC lidar can be used for
monitoring plant growth status, weather, soil composition, and others . And also, we discuss an eco-friendly LED
lidar that is useful for the field.
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1. はじめに

ライダーは大気や海洋環計測に多く用いられ

ユニークなデータを提供してきた．一方，植物・

生物等の生態系と人間生活との関わり合いや相

互影響の調査に用いられた例 1)は非常に少ない．

本報告では，これらの事例として「農業」を

取り上げ，分光型ライダーである蛍光ライダー，

レーザー誘起ブレークダウンライダー，ラマンラ

イダーの農業分野での利用法を検討する．

2. 分光型ライダーの現状

2.1 蛍光（LIFS）ライダー（信州大）

紫外光照射に対して得られる蛍光スペクトルを

解析することで有機物の種類同定や濃度計測が

可能である。図 1 に蛍光ライダーで得られたケヤ

キ生葉の蛍光スペクトルを示す。生育状況に応じ

てスペクトル形状が異なることがわかる。

2.2 レーザー誘起ブレークダウン（LIBS）ライダ

ー（レーザー総研）

Fig. 1 Fluorescence spectrum from Zelkova-tree
leaves growing at a distance of 20 m．

レーザーアブレーションにより発する線スペ

クトルから元素成分の同定ができる。図 2 は LIBS
ライダーによるコンクリートからの発光スペク

トル検出例である。汚染が強い個所からの塩由来

Na 元素の発光強度の増大がみられた．

2.3 ラマンライダー（京大/英弘精機）

ラマン散乱は入射波長とは異なる波長に現れ



る散乱光で物質同定に用いられる．図 3 にラマン

ライダ観測により得られた大気中水蒸気混合比

の高度分布を示す．前線通過による大気境界層内

の水蒸気混合比の急激な変化が捕えられた．

Fig. 2 LIBS spectrum from concrete surface located
at a distance of 5 m．

Fig. 3 Observation of water vaporo from August 11
to 20, 2018: Raman lidar result (upper) and AWS
result (lower)．

2.4 LED エコライダー（千葉大）

上記ライダーは大きさ，重量，電源容量の点で

農圃場現場で利用するにはやや難がある．解決策

として LED を光源とするエコライダーの利用を

検討している．

Fig. 4 Photograph of LED lidar．

3. 農業分野への利用法

分光型ライダー農業利用の概念を図 5 に示す．

図 1 は光合成に関する情報を含み，光合成速度

の計測例もある．環境配慮の観点で，プラスチッ

ク農業資材や不法投棄の調査に向けた蛍光ライ

ダーの利用も検討している 3)．津波や塩類集積に

よる塩害４）や土壌中の肥料要素に対しては，図 2
の結果がそのまま利用できる．図 3の結果からは、

植物群落の蒸散速度の計測や地形等による蒸散

量の違いなどの計測 5)が可能と考えられる．

ライダーをタワー等に設置することで広域の

詳細なデータ収集が可能となる．また，歩行者が

少ない農村部では車の無人運転がいち早く実現

する可能性が高く，無人走行車にエコライダーを

搭載することでタワーから見えないエリアのデ

ータ収集も可能となる．

残念ながら現行のスマート農業では有効なセ

ンシング手法の欠如のため，植物の生育情報がほ

とんど得られていない．ライダーはこのボトルネ

ックを解決する手法となることが期待される．

Fig. 5 Application of spectroscopic lidar to
agricultural field.

4. おわりに

分光型ライダーの現状から農業分野への利用

を提案した．実利用に関して解決すべき多くの課

題があるもののその可能性を追求していきたい．
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